
【広東省・広州市・深圳市週報】 

４月２５日～５月１日 

Ⅰ．広東省 

１．不法入国者の取締り状況 

●２４日，省公安庁への取材によれば，公安は外国人不法入国者及び香港との境界における密航事件の多発

に対し，法に基づいた取締りを展開している。第１四半期に逮捕した密航手引容疑者数は５１人，外国人不

法入国者数は３,０５７人（４月２５日付『広州日報』）。 

 

２．２０１６ドイツ・ハノーバー工業博覧会の開催 

●ベルリン時間２５日午前，上記博覧会が開催され，ドイツ国営放送のシニア・コメンテーターが仏山市を

評価。仏山市は中国‐ドイツ工業都市連盟を提唱し，同博覧会で成立式典を挙行。中国側からは仏山市，江

門市，株洲市（湖南省），肇慶市，掲陽市，雲浮市，焦作市（河南省），何寧市・柳州市（広西チワン族自治

区），台州市（浙江省），貴陽市（貴州省）等，汎珠江デルタ地域の工業都市が加盟。国を跨ぐ中小企業の協

力を推進し，「中国製造２０２５」と「ドイツ・インダストリー４.０」をリンクさせる枢軸を確立していく

（４月２６日付『南方日報』）。 

 

３．第５回省党委員会・外事活動指導小組会議の開催 

●２６日午後，胡春華・省党書記主宰の上記会議が開催され，習近平・総書記の外事活動に関する重要講話

と指示の精神を貫徹するよう伝えた。２０１５年の省外事活動について総括，本年の業務を手配。胡書記は

国家対外業務部門としっかり連携し，広東省の対外開放水準を向上させるよう強調（４月２７日付『南方日

報』）。 

 

４．「珠江デルタ国家自主創新モデル地区建設実施プラン（２０１６年～２０２０年）」の発表 

●２５日，省政府が上記プランを発表。２０２０年までに同モデル地区内の技術革新力を大幅に向上させ，

国際競争力を備えた新産業体系を率先して構築していく（４月２７日付『南方日報』）。 

 

５．朱小丹・省長がチェコ・南モラヴィア州知事，在中国チェコ大使と会談 

●２６日晩，上記会談で広東省はチェコ・南モラヴィア州（州都のブルノはチェコ第２の都市）と友好関係

を締結。何忠友・副省長も同席（４月２７日付『南方日報』）。 

 

６．「新情勢下における人代業務の強化に関する広東省党委員会決定」の精神普及トレーニング大会の開催 

●２６日午後，陳継興・省人代常務委員会副主任主宰の上記会議が開催され，黄龍雲・同主任が出席。黄主

任は習近平・総書記の人代業務に関する一連の重要講話の精神をしっかり学び，「新情勢下における人代業務

の強化に関する広東省党委員会の決定」の精神を実現していくことを本年の重要業務として，しっかり取り

組むよう指示（４月２７日付『南方日報』）。 

 

７．省政協党組織拡大会議の開催 

●２６日午後，王栄・省政協主席主宰の上記会議が開催され，中央・省党委員会の「両学一做」学習教育，

毛沢東・同志の「党委員会の仕事のやり方」，「中央指導者の重要指示の精神を学習，貫徹させ，指導者入れ

替え期における紀律教育を強化することに関する中央組織部通達」，教育ビデオ（「鏡鑑」）についてしっかり

学ぶよう指示（４月２７日付『南方日報』）。 

 

８．メーデー祝賀及び模範労働者表彰大会の開催 

●２７日午前，林少春・省政法書記主宰の上記表彰大会が挙行され，胡春華・省党書記，朱小丹・省長，黄

龍雲・省人代常務委員会主任，王栄・省政協主席等が出席（４月２８日付『南方日報』）。 

 

９．省党常務委員会議の開催 

●２７日午後，胡春華・省党書記主宰の上記会議が開催され，税金の徴収・管理制度の改革をしっかり推進

するよう強調（４月２８日付『南方日報』）。 



 

１０．国家工業用ロボット品質検査センターの開設 

●２７日，国家品質検査総局が「国家工業用ロボット品質監督検査センター（広東）」の開設を正式に批准。

「広東省スマート製造発展計画（２０１５年～２０２５年）」，「広東省ロボット産業発展プロジェクト・アク

ションプラン（２０１５年～２０１７年）」の展開を後押し（４月２８日付『南方日報』）。 

 

１１．広東省党委員会による党の大衆組織工作会議の開催 

●２８日，林少春・省政法書記主宰の上記会議が開催され，胡春華・省党書記，朱小丹・省長，黄龍雲・省

人代常務委員会主任，王栄・省政協主席が出席。党中央による党の大衆組織工作会議の精神，習近平・総書

記の重要講話の精神を貫徹すべく，現在及び今後の工作について検討。胡書記は政治意識，大局意識，核心

意識，看斉意識をしっかりと確立し，本件工作の新局面を切り開いていくよう強調（４月２９日付『南方日

報』）。 

 

１２．省政府常務会議の開催 

●２８日午後，朱小丹・省長主宰の上記会議が開催され，農業の現代化，開放型経済の新体制，チベット自

治区に対するペアリング支援・貧困救済業務について検討。広東省では２０２０年までに農業の現代化を実

現していく考え（４月２９日付『南方日報』）。 

 

１３．胡春華・省党書記，朱小丹・省長が于広洲・中国税関総署署長一行と会談 

●２８日午前，胡春華・省党書記は上記会談で，「一帯一路」及び自貿区建設，貿易の構造転換に関するサポ

ートを要望（４月２９日付『南方日報』）。 

 

１４．朱小丹・省長がイラン・ケシム自貿区董事会主席一行と会談 

●２８日晩，朱小丹・省長は上記会談で，健全な協力メカニズムを構築し，合同専門チームを急いで立ち上

げ，双方の政策的な意思疎通を強化したいと伝えた（４月２９日付『南方日報』）。 

 

１５．人事異動 

●２８日，呂業昇・省国有資産監督・管理委員会主任が東莞市党書記に就任（４月２９日付『南方日報』）。 

※１９６２年生まれ（本年５４歳），江門市鶴山出身。 

 

Ⅱ．広州市 

１．市政府党組織会議の開催 

●２５日午後，温国輝・市長主宰の上記会議で，市政府党組織における「両学一做」学習教育の展開につい

て検討し手配（４月２６日付『広州日報』）。 

 

２．市政府常務会議の開催 

●２５日午後，温国輝・市長主宰の上記会議が開催され，「広州市水汚染防止アクション・プラン」，「広州市・

珠江デルタ法治政府モデル地区建設プラン」等について審議し採択（４月２６日付『広州日報』）。 

 

３．２０１６年国有企業改革の業務刷新に関する会議の開催 

●２５日午前，唐航浩・市政府秘書長主宰の上記会議が開催され，温国輝・市長が出席，周亜偉・副市長が

具体的な業務について手配。温市長は国有企業改革を刷新するために，新たな考えで政策体系を完備させ，

企業家精神を発揮させるとともに「匠」の精神を育て，国有企業改革を督促・検査できる仕組みを作り上げ

るよう強調（４月２６日付『広州日報』）。 

 

４．市党常務委員会議の開催 

●２６日，任学鋒・市党書記主宰の上記会議が開催され，習近平・総書記の陳情業務に関する重要な指示，

ネットワーク・セキュリティ及び情報化座談会での重要講話の精神を伝達（４月２７日付『広州日報』）。 

●２６日午前，徐咏虹・市宣伝部長主宰の会議でも，市の宣伝・思想・文化系統各部門に対し，習近平・総

書記がネットワーク・セキュリティ及び情報化座談会で述べた重要講話の精神を伝達（４月２７日付『広州



日報』）。 

 

５．市党委員会理論学習中心チームによる特定テーマ学習会の開催 

●２６日，任学鋒・市党書記主宰の上記学習会が開催され，温国輝・市長，蘇志佳・市政協主席が出席。テ

ーマは中国の特色ある社会主義政治経済学をいかによく学び，適切に用いるか。劉偉作・人民大学総長がガ

イダンスを行い，核心的な命題は社会主義市場経済という改革の方向性を堅持することであり，主な任務は

各方面の積極性を発揮させることであり，根本的な目標は「中所得国の罠」に陥らないことであると指摘（４

月２７日付『広州日報』）。 

 

６．任学鋒・市党書記が広東自貿区（南沙エリア）を視察 

●２６日，任学鋒・市党書記が南沙エリアの各プロジェクトの工事現場を視察し，計画的な都市建設，行政

サービス管理，歩道の景観，産業プロジェクトの進捗状況について聴取。潘建国・市党常務委員も同行（４

月２７日付『広州日報』）。 

 

７．ヨシ・ヴァルディ氏（イスラエル）の講演会の開催 

●２７日，広州市が招待したイスラエルの「起業の神様」として世界的に有名なヨシ・ヴァルディ氏の講演

会が開催され，任学鋒・市党書記，温国輝・市長，蔡朝林・副市長をはじめ，５００人余りが出席。講演テ

ーマは「イノベーションや起業を助ける環境・システム」（４月２８日付『広州日報』）。 

 

８．任学鋒・市党書記，温国輝・市長がトルコ・イスタンブール市長一行と会談 

●２７日，任学鋒・市党書記は上記会談で，広州市とイスタンブール市は共に歴史文化都市かつ「一帯一路」

の要所であると述べ，連結性を強化し，航空運輸，物流，貿易，文化・観光等の分野の協力を深めていきた

いと伝えた（４月２８日付『広州日報』）。 

 

９．于広洲・中国税関総署署長が広州市で対外貿易座談会を開催 

●２８日，呂浜・税関総署広東分署主任，任学鋒・市党書記，温国輝・市長が上記座談会に出席。于署長は

今後も継続して広東自貿区（南沙エリア），白雲空港総合保税区を重点とする貿易手続き簡便化改革を深め，

国際貿易の「窓口一本化」を整備していくよう要望（４月２９日付『広州日報』）。 

 

１０．国家統計局調査チームが広州市を視察 

●２８日，任学鋒・市党書記が広州市を視察に訪れた許憲春・国家統計局副局長一行と会談。任書記は，広

州市は法に基づく統計業務を非常に重視しているので，統計業務の水準を向上させるためにサポートしてほ

しいと伝えた（４月２９日付『広州日報』）。 

 

１１．民営経済工作座談会の開催 

●習近平・総書記が全国政協会議，中国民主建国会・工商連合会委員合同分科会で述べた重要講話の精神を

貫徹するため，２９日，蘇志佳・市政協主席主宰の上記座談会が開催され，任学鋒・市党書記，温国輝・市

長が出席。民営企業家から意見・提案について聴取（４月３０日付『広州日報』）。 

 

１２．広州市の模範労働者・先進的グループの代表と座談会を開催 

●２８日，任学鋒・市党書記，温国輝・市長は上記座談会で，全国及び広東省で表彰された模範労働者・先

進的グループの代表を祝福。併せて，全市の各戦線で働く労働者は社会主義の核心的価値観を自覚的に実践

しなければならないと述べた（４月３０日付『広州日報』）。 

 

Ⅲ．深圳市 

１．馬興瑞・市党書記が羅湖区木綿嶺区を視察 

●連日の大雨で土台崩落の危険性が高まり，２４日午前，馬興瑞・市党書記，許勤・市長が急きょ羅湖区木

綿嶺団地を訪れ，応急措置危険防止業務について点検。中でも危険な第１６５号棟の住民（１８世帯４４人）

を避難させるよう命じた（４月２５日付『深圳特区報』）。 

 



２．中央及び省のメディアが馬興瑞・市党書記，許勤・市長を取材 

●深圳市の改革開放・産業構造の転換及び産業の高度化・創新駆動に基づく発展等が注目を浴び，２３日～

２４日午前，中央の主要メディア（人民日報，新華社，中央電視台等１０数社），省の主要メディアが馬興瑞・

市党書記，許勤・市長を取材。それぞれが記者団と座談会を開催し，同市の「安定成長・構造調整・転換方

法」について紹介（４月２５日付『深圳特区報』）。 

 

３．馬興瑞・市党書記が深圳市の航空宇宙産業を視察 

●「中国宇宙の日」となった２４日午前，馬興瑞・市党書記は宇宙科学工業深圳（集団）有限公司を訪れ，

宇宙工業技術研究院の展示場を参観。深圳経済特区が宇宙産業強国の夢の実現に向けて特区が新たな貢献を

していくよう強調（４月２５日付『深圳特区報』）。 

 

４．汪洋・副総理が深圳市を視察 

●２５日，汪洋・副総理が深圳市の対外貿易状況を視察。地方政府は主体的責任と大局意識を強化，企業は

積極性と創造性を発揮し，下降傾向にある貿易状況を全力で回復していくよう強調（４月２６日付『南方日

報』）。 

●２５日午前，許勤・市長主宰の会議が開催され，対外貿易業務について検討。許市長は全力で本年の目標

を達成するために４つの指示を伝えた。（１）多元的に細分化して分析し，科学的に本年及びより長期的な貿

易趨勢を検討・評価する，（２）ニーズ指向でより正確かつ推進力と競争力を備えた政策・措置を打ち出す，

（３）企業がうまく利用できるように広く政策を宣伝する，（４）貿易業に対する管理・サービスの能力を高

め，企業が直面する実際的な問題の解決に向けてサポートする（４月２６日付『深圳特区報』） 

●２６日，汪洋・副総理が深圳市で貧困救済と労働力の移転を連結させる試験的業務に関する座談会を開催。

汪副総理は，労働力の移転は短期間で貧しい農家の世帯収入を増加させる最も効果的な方法であり，労働力

を提供する地域と受入地域の地方政府が貧困救済の責任を果たす重要な具体的取組みであると強調。江沢

林・国務院副秘書長，信長星・人力資源・社会保障部副部長，欧青平・国務院貧困救済弁公室副主任，馬興

瑞・深圳市党書記，温国輝・広州市長，許勤・深圳市長等も出席（４月２７日付『南方日報』）。 

 

５．特定テーマ会議の開催（ネットワーク・セキュリティ，情報化） 

●２５日午後，李小甘・市宣伝部長主宰の上記会議が開催され，習近平・総書記がネットワーク・セキュリ

ティ及び情報化座談会での重要講話の精神等を伝達。深圳市は市民のために公共マナーと法律に基づくネッ

ト空間を構築していく（４月２６日付『深圳特区報』）。 

 

６．深圳市の特許出願数が初めて１０万件を突破 

●２０１５年，深圳市の国内特許出願数は１０万５,４５８件（前年比２８.２％増）で，初めて１０万件の

大台を突破した。中国で１０万件を超えているのは北京，上海，深圳の３都市のみ。深圳市は１万人あたり

の特許保有数，有効特許密集度，ＰＣＴ国際特許出願数（１２年連続）でも全国１位だった。ＰＣＴ国際特

許出願数の世界企業トップ５０に広東省の企業５社がランクイン。そのうち２社は深圳企業で１位はファー

ウェイ（ＨＵＡＷＥＩ），３位はＺＴＥ（中興通訊）（４月２６日付『深圳特区報』）。 

 

７．特定テーマ会議の開催（クリーンな政治） 

●２６日午後，馬興瑞・市党書記主宰の上記会議が開催され，市党委員会第１次巡視チームによる視察結果

等，党のクリーンな政治建設に関する業務について聴取。馬書記は習近平・総書記の一連の重要講話及び深

圳に対する重要な指示の精神の学習を深め，思想と行動を中央の政策・手配，省及び市党委員会の要求と一

致させるよう伝達するとともに，力強い政治力を保ち，巡察の抑止力と元を直す働きを十分発揮させ，全面

的に厳しく党を治めていくことを推進していくよう強調。許勤・市長，李華楠・政法書記等も出席（４月２

７日付『深圳特区報』）。 

 

８．第６期市人代常務委員会第７回会議の開催 

●２６日午後，丘海・市人代常務委員会主任主宰の上記会議が開かれ，「深圳経済特区食品安全条例（草案）」

等について審議（４月２７日付『深圳特区報』）。 



●２７日午前，上記会議が閉幕し，１７年間施行された「深圳経済特区商品市場条例」が正式に廃止された。

１９９９年にこの条例が施行された頃は商品を市場取引する際，市場監督管理部門が発行する「市場登記証

明」が必要だったが，こうした「管弁合一」方式の下，汚職が蔓延し，反腐敗キャンペーンを展開中の現況

には適合しないため，この度廃止となった（４月２８日付『深圳特区報』）。 

 

９．艾学峰・副市長がチェコ・南モラヴィア州知事一行と会談 

●２６日，上記会談で艾学峰・副市長は深圳市の現代国際イノベーション・シティ建設状況について説明し，

協力できる分野を実務的に開拓しながら，同市と中欧・東欧地域の経済・貿易分野での協力・交流を深めて

いきたいと伝えた（４月２７日付『深圳特区報』）。 

 

１０．広東自貿区（前海・蛇口エリア）設立１周年記念イベントの開催 

●２７日午前，上記イベントが開催され，その１つとして深圳前海・蛇口エリア人民検察院が開設。曹建明・

最高人民検察院党組織書記，馬興瑞・市党書記，林鄭月娥・香港特別行政区政務長官，許勤・市長がイベン

トに出席。同エリアの納税者数は１０.２万（前年同期比１.９倍）で，その伸び率は３つの広東自貿区の中

でトップ。本年Ｑ１の税収は約８０.３億元（前年同期比約１６７％増）。また，１年間で１億元以上の納税

が２０社，１,０００万元以上が２０５社となっている（４月２８日付『深圳特区報』）。 

 

１１．深圳市と中国人民大学が戦略的提携 

●２７日昼，深圳市政府と中国人民大学が戦略的提携の備忘録に署名。馬興瑞・市党書記，許勤・市長，靳

諾・中国人民大学党書記，劉偉出・総長が署名式に出席。高等教育の新モデルや新しい仕組みを積極的に模

索し，高水準の人材育成で協力していくこととなった（４月２８日付『深圳特区報』）。 

 

１２．馬興瑞・市党書記が陳志剛・畢節市党書記一行と会談 

●２７日～２９日にかけて，貴州省畢節市党・政府代表団が深圳市と貴州省畢節市のペアリング支援業務及

び創新駆動に基づく発展状況を視察。馬興瑞・市党書記が陳志剛・畢節市党書記，陳昌旭・市長一行と会談。

馬書記は中央の貧困救済にかかる要求に基づき，ペアリング支援業務にしっかり取り組みたいと伝えた（４

月２９日付『深圳特区報』）。 

 

１３．馬興瑞・市党書記がポーランド航空総裁一行と会談 

●２８日午後，上記会談で，馬興瑞・市党書記はポーランド航空が国際航空路線の開拓及び市場競争に積極

的に加わることを積極的に推進し，ワルシャワ-深圳間の直行便運航計画を詰め，ポーランドを含む中欧・東

欧諸国，「一帯一路」沿線国との交流や協力を強化したいと伝えた（４月２９日付『南方日報』）。 

 

１４．馬興瑞・市党書記が王雪紅・ＨＴＣ集団董事長一行と会談 

●２８日午後，上記会談で，馬興瑞・市党書記はバーチャル・リアリティ産業等の分野で共同基礎研究及び

技術の実用化を展開し，深圳市の戦略的新産業を推進していくことで合意（４月２９日付『深圳特区報』）。 

 

１５．第１３回深圳思いやりイベント「感動深圳」の開催 

●２８日晩，上記イベントが開催され，馬興瑞・市党書記，元指導者，思いやりイベント組織委員会顧問等

５００人余りが出席。思いやりのある人物・家庭・企業・社区・創意工夫等それぞれの受賞者１０組が発表

され表彰を受けた（４月２９日付『深圳特区報』）。 

 

１６．国際メーデー祝賀大会の開催 

●２９日午前，深圳市の各業界の労働者代表が一堂に会し，市民センターで上記大会が開催され，馬興瑞・

市党書記が出席。馬書記は，各界一線で働く広範な労働者たちには習近平・総書記の深圳に対する重要な指

示の精神をしっかりと貫徹し，良い生活や大きな夢の実現に向かっていってほしいと伝えた。併せて，勤労

者や優良企業を表彰（４月３０日付『深圳特区報』）。 


